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目動車と振動

潟 零陽　　　　り　　　8二

囎自騨の性能を阯さ結るに購造法循良・
重量の輕減，燃栽潰費量の節約等のように製作者側の要

求する問題もあるが，乗客の立場から考えれば乗り心地

の改善がag－一一にあげられよう・振動の問題は車内裟飾，換

氣等とともに乗り心地をよくするのに大切であるが，更

らに車膿の疲れ等にも重要な關係があるから，こSで1ま

自動車の振動に關蓮するいろいろの問題や，振動の測定

’法，測定装置について簡軍に考えることにする．

　自動重の振動と乗り心地の關係　自動車にのる粟客の

立場から考えると藁り心地のよいことが一番大切であ
　　　　にる．そのためにはまつ車の振動による不愉快さをなるべ

く少なくしたい．しかしこ㊧乗り心地の良否は人間の主

　　　　　　　　　　　　　　　　　1親によるものであるから，この限界を藪量的に表現する

のは非常にむずかしいが，一例として最近アメリカで獲

表された文献によると’ u乗り心地の上から見た振動の許

容限界」は第1圖のようになつているから，これにより

一鷹の目安がつくであらう．横軸に振動敷，縦軸に加速

加

辰の

幅

一

、

1　　　　　2　　　3　　　　5　　　　〃ク　　　　　20　　30 ∬
　　　　　　一一’　　　　　　　　　　　　　　　　　　f／s

　　　　　　　　°第1圖　乗り」心地判定圖

　　度の振幅をとつて表わしてある．圖中の曲線より下に振

　　動がおさまつていれば一鷹i乗り心地はよいことになる．

　　しかし走行蒔の自動車の振動は自動車の講造に原因する

．、．

@ものの外に，路面爾状態の影響が非常に大きいから，こ

　　の種の實験を行う時には路面の状態を考慮しなければ車

　　髄の良否の判定にはならない．

　　　自動車の振動と材料の疲れ　　自動車の各部材には静

　荷重の外に走行時の振動により繰返し荷重が加わるがこ
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の繰返し荷重により自動車が破損しないためには，一鷹

これらの關係もしらべねばならない，第2圖のような懸

力が加わるど考える．amは静的な鷹力でこの上に振幅

　　　　es　2固繰返し慮力の加わb方

がdaの振動的な慮力が加わる．　aa／am＝leとする．ま

ず簡輩のためにamが小さい場合を考えると，破損限界

は大謹aaの値だけによつてきまると見てよい．　byは

静止状態の懸力であるからあまり大きくなく，疲れ限度

に大した影響はないとして考察してみる。材料の破壌懸

力をaB疲れ限度をaaoとすればaaO＝　aaBで表わざ．

れる．αは常敷で軟鋼のときは0．4；アル．ミは0．25とす

れば安全側である，蜜際の材籾はボルト孔や切峡があり

懸力集中のため切敏敷果係係敏βを考えてaaO／βが疲れ

限度のように取扱う．βは2．5としてみる．設計負荷倍

藪をN　とすればkam＝kaB／Nであるがら，αaB／β＞k

aB／1＞『すなわち．1＞＞kβ／αのようにヱ〉をきあれば繰返

し懸力による破損はなくなる，假りにk・・O．5とすると

軟鋼のときはN＞3．2，アルミは亙＞5．0となる．この

結果から第1圖を考えて見よう．N＞3．2（軟鋼）で設計

した車ならばk＝O．5つまりO．59に相當する振幅の振動

が加わつても疲れはないが，これは第1圖の曲線よりは

るかに上になつている．つまり乗り心地のよい車は疲れ

による破損の心配は一懸ないといえよう．またN＞3．2

の車が疲れで破損したとするならば當然k＞0。5となり　「4

車の良否は問題にならない程悪い路面を走つているとい

えよう．

　固有娠動数の推定　　自動車の播動で問題となるのは

強制振動による共振とか，自働振動による亀のとかが考

えられるが，いずれにしても自動車の固有振動敏か，それ

に近い歌態が現われるものであるから固有振動籔を調べ

ることは大切であるが，おのおのの車に振動試瞼を行う

のは面倒であるから，簡軍な方法でこれが推定できれば

都合がよい．まず車艦を剛禮としてバネで支えられてい
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第3巻　　第2號

るとみなせば，上下，縦揺れ，横揺れの三振動がある．（第

3圃）この三つの振動数はほぼ等しく∫≒（60i2）～ズ禰

（r．p．　tl］）である．δはバネの艀的なi発み（前後の不均値）

でδを測れば振動数がわかるが，これは室車で100～150

r．P．　m位で定員荷電では100　r・p・m以下となる．この

振動が問題となるのは走行喜の路面の凸凹によるものが

（ 鴛
）．

口謡（）

　　　　　第3圖　上下，縦横の三振動

主である．この値は小さい方が路面からの力旦速度を減ら

して乗り心地はよくなり大膿60～130r．p．mが好まし

いとされている，つぎに車嘘の剛生を考えると車盤自身

の換れ振動，曲げ振動や背所の部分的振動がでてくる．

換れ振動を推定する1’：lt．第4岡の四融支持の中一つを外

せば，その時の反歪量はδt＝1／2（ZA÷ZD－Zc－Zfi）で

ある，（Zは各支黙の婆画）このδtを使えば涙れ振動歎

　　　　　　第4聞　車輪位置を示す圓

はf，＝（60／2π）42gβ，（r．p，m）である．これは大膿400

～60Dr，p．m位である．曲げ振動敷は車騒の剛性とT’∫重

分布がわかれば推定できるが簡輩に爾端自由のltと考え

tTばア＝（60／2n）（4．73L，〆2，TiL’）～〆石吻痔γ（r．　p．　m）である．

Etは曲げ岡IJ性，1は長さ，膨は重量てある，これは大

暖leOOr．　p．　m前後と思われる，以上の胆まフレ’ムレ

スの場r含に1’i’tt干大きくなる．なお部・分的払．動の巾，岡1エ

性の低いところでは700～800r．p．m位のものもあるが

一般に1000r．p．m位かそれ以上である，これらの振動

撒は一懸高い程よいが，痢面，天井，窓杵，側壁その他

各部分はおのおの自己拓動激をもつており，それらがた

かいに影響し合つて，エソヂンとの聯成振動を起しkり

して複雄な様相を示すものであつて，細かい鰍を調べ

るには振動試験を行う必要がある．

　振動の測定搬置　　振動に關係した物理量としてはい

ろいろのものがあり，そのおのおのに鋤してulil、ご法が孝

案されているが，この中でとくに大切な量は振動振帽，

加速度，振動獄である，
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　S）振動測定　定地試験の場合振幅が相當大きい時に

は振動謹に記録紙を貼り，手にもつた鉛筆を押しあてて

直接に記録させる方法や，ススをつけた紙等にキズをつ

けさせる方法等によつて簡軍に記録できる．またダイヤ

ルゲージを車農に押しあて，針の振れから讃む方法も簡

軍でかなり正確である．

　ii）加速度測鬼　　これには機械的方法をはじめとし

て電氣的方法等多敷のものがあるが，自動茸の幾行時に

おけるいろいろの加速度振巾とその回敷がただちに護め

るように考案した装置の一つに振動分類器（明石製，第

5圃）がある，これによれば自動車が一定騨を走つfc

場合に加わる加速度の頻度曲線ともいうべきものがた讐

ちに得られる，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　」

　　　　　第5圖振動分類計
　iii）振動徴測定　このためには艀止時の自動卑に機．

械的，實ヤ的に可饗周期の外方を加えて振動ざせこれと

共喧する黙を探がす．ことによつて固有振動敷がわかる．

　据動訳瞼の起振曇置前項iii）の試験において振動

を起こさせるには可簗回輔凱のモータeを使い，不平衡

質塾を回輔させたり，ゴム紐や俵ねを介して力を傳えた

りする方法がある．これに使うモーターには直流型，超．

分捲型笥がある．最後に筆善の製作した起振装置を附紀

する．これは同期モーヌーで不李衡質皇を回輔させる方

払で，モーターの購数は入力交翫の周波敷で規定する，．

これによればln藺敷制御が　．で，取付けも簡易で遠隔

恕作ができる．、iよい性能をもつている．第6面がその外

姻でIEつ’：本誌1こ述べる心算てある・

第6圖　振　動　起　振　器
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